
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

る

法

律

施

行

規

則

に

基

づ

き

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

担

当

課

（

室

）

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

目

次

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

第

二

百

四

十

一

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

員

会

の

開

催

員

会

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

就

職

届

耕

地

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

数

及

び

三

分

の

一

の

数

【

公

安

委

員

会

】

○

岡

山

県

行

政

手

続

等

に

お

け

る

情

報

通

信

の

技

公

安

委

員

会

術

の

利

用

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

国

家

公

安

委

員

会

の

所

管

す

る

法

令

に

係

る

情

〃

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

行

政

の

推

進

等

に

関

す

岡

山

県

公

報

令和３年１２月１０日 第１２３５２号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
就
職
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

円
城
土
地
改
良
区 

二 

就
職
清
算
人 

 
 

 

就
職
清
算
人
氏
名 

 
 

 

住 
 

所 
 

 
 

 
 

黒
田 

員
米 

 
 

 
 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
小
森
二
四
四
―
二 

 
 

合
田 

康
和 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

円
城
七
三
三 

 
 

能
勢 

恭
行 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
西
六
〇
六 

 
 

赤
木 

邦
彦 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 
 

一
〇
六
六 

 
 

綱
嶋 

浩
道 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

案
田
一
八
四 

 
 

片
山 

友
孝 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
西
四
四
五 

 
 

池
本 

定
夫 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
東
三
六
九
―
五 

 
 

大
月 

 

弘 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 
 

五
六
三 

 
 

竹
林 

茂
之 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

三
谷
九
八
九 

 
 

髙
島 

浩
一 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
東
一
五
一
二 

 
 

植
田 

道
子 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 
 

一
九
〇
五 

 
 

清
原 

敬
介 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
西
一
二
七
四 

 
 

藤
井 

知
之 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 
 

一
六
六
八 

 
 

岩
木 

健
二 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

円
城
三 

 
 

杉
本 

 

将 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 

二
八
〇 

 
 

光
森 

智
浩 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 

六
六
三 

 
 

見
口 

成
年 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

〃 

一
一
五
一 

 
 

阿
部 

直
樹 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

上
田
西
二
三
二
〇 

 
 

上
月 

克
済 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

案
田
二
二
六 

 

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
三
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

岡
山
県
指
令
備
前
局

建
第
六
七
九
号 

令
和
三
年
十
二
月
一

日 番

号 

指

定

年

月

日 
備
前
市
香
登
本
字
門
田
五
八
○
番
九
、

五
八
〇
番
一
四
、
六
一
四
番
一
三
、
六

一
四
番
一
四 

道

路

の

位

置 

七
・
〇
〇 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

四
一
・
七
四 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
延
ノ
東
四
二
四

七
、
四
二
四

八

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
南
町
七

三
ク
ー
ラ
ン
デ
ー
ル
一
〇
一

－

平
松

俊
佑

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
八
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
六
一
号

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
畑
間
一
二
五
九

一
、
字
樋
尻
一
二
九
五

三

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
老
松
町
三
丁
目
一
三

一
九

－

ホ
ー
ミ
ィ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
坂

高
司

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
六
月
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
七
五
号

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
金
井
戸
字
東
鴻
崎
四
四
九

一
四

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
秦
三
二
〇
八

中
宗

周
平

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
九
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
四
〇
号

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
佳
美
林
六
二

三
、
六
二

一
三

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
老
松
町
一
丁
目
一
〇

二
七
ニ
ン
グ
ル
土
倉
Ｄ
一
〇
二
号
室

－

石
原

貴
史

三

許
可
番
号
及
び
許
可
年
月
日

令
和
三
年
十
月
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
五
号

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



〔
五
二
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
畑
間
一
二
五
九

一
、
字
樋
尻
一
二
九
五

三

－
－

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
公
園

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
老
松
町
三
丁
目
一
三

一
九

－

ホ
ー
ミ
ィ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
坂

高
司

五

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
六
月
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
七
五
号

令和３年１２月１０日　岡山県公報　第１２３５２号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

林

裕

一

一

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

三
一
、
三
九
三

二

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

）

定
す
る
場
合
を
除
く

）

二
九
六
、
二
〇
一

。

三

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
）選

挙

区

数

選

挙

区

数

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡

八
四
、
三
三
四

高

梁

市

八
、
二
〇
二

岡

山

市

中

区

四
〇
、
三
二
六

新

見

市

八
、
一
四
〇

岡

山

市

東

区

二
六
、
二
一
〇

備

前

市

・

和

気

郡

一
三
、
四
九
九

岡

山

市

南

区

四
六
、
三
六
七

瀬

戸

内

市

一
〇
、
四
一
七

倉

敷

市

・

都

窪

郡

一
三
四
、
三
三
一

赤

磐

市

一
二
、
一
一
〇

津
山
市
・
苫
田
郡
・

三
五
、
七
四
三

真

庭

市

・

真

庭

郡

一
二
、
六
九
三

勝

田

郡

玉

野

市

一
六
、
五
五
四

美

作

市

・

英

田

郡

八
、
〇
四
〇

笠

岡

市

一
三
、
四
一
五

浅

口

市

・

浅

口

郡

一
二
、
六
八
一

井

原

市

・

小

田

郡

一
五
、
〇
七
五

久

米

郡

五
、
二
四
八

総

社

市

一
八
、
八
二
六
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号

岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年

岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
三
の
項
を
四
の
項
と
し
、
二
の
項
を
三
の
項
と
し
、
一
の
項
を
二
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

岡
山
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則

第
六
条
第

駐
車
許
可
の
申
請

（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
公
安
委

三
項

員
会
規
則
第
六
号
）

第
十
条
の

安
全
運
転
管
理
者
又
は
副
安
全
運
転
管

二
第
一
項

理
者
の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号

国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
に
基
づ
き
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
に
基
づ
き
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
に
基
づ
き
定
め
る
規
則
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
第
二
条
関
係
）

別
表

法

令

規

定

申
請
等
の
内
容

一

道
路
交
通
法
（
昭
和

第
七
十
四
条
の
三
第
五
項

安
全
運
転
管
理
者
又
は
副
安

三
十
五
年
法
律
第
百
五

全
運
転
管
理
者
の
選
任
又
は

号
）

解
任
の
届
出

第
七
十
八
条
第
一
項

道
路
の
使
用
の
許
可
の
申
請

第
七
十
八
条
第
四
項

道
路
の
使
用
の
許
可
証
の
記

載
事
項
に
係
る
変
更
の
届
出

第
七
十
八
条
第
五
項

道
路
の
使
用
の
許
可
証
の
再

交
付
の
申
請

二

道
路
交
通
法
施
行
規

第
五
条
第
一
項

通
行
禁
止
道
路
の
通
行
の
許

則
（
昭
和
三
十
五
年
総

可
の
申
請

理
府
令
第
六
十
号
）

第
八
条
第
一
項

設
備
外
積
載
、
荷
台
乗
車
又

は
制
限
外
積
載
の
許
可
の
申

請

三

警
備
業
法
（
昭
和
四

第
十
条
第
一
項

廃
止
の
届
出

十
七
年
法
律
第
百
十
七

号
）

第
十
六
条
第
二
項

服
装
の
届
出

第
十
六
条
第
三
項

服
装
の
変
更
の
届
出

第
十
七
条
第
二
項

護
身
用
具
の
届
出
又
は
護
身

用
具
の
変
更
の
届
出

四

暴
力
団
員
に
よ
る
不

第
十
七
条
第
一
項

責
任
者
の
選
任
の
届
出

当
な
行
為
の
防
止
等
に
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関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
三
年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
四
号
）

五

重
要
施
設
の
周
辺
地

第
十
条
第
三
項

小
型
無
人
機
等
の
飛
行
に
関

域
の
上
空
に
お
け
る
小

す
る
通
報

型
無
人
機
等
の
飛
行
の

禁
止
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
九
号
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
二
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
四
十
一
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
十
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
指
示
量
に
つ
い
て
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